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園現状と課題

古貞市はこれまで男女共同参画社会の確立に向けて、「古や市ソ竺、
基本条例※U「古賀市男女共同参画計画※2」に基づき、男女共同参菌、、ミ_
出前講座の開催や、企業へのアンケート調査の実施など、総△的.計画"、オ k 、'
ました0これらの結果、審議会などの女性委員の割△は平成21(2009)年度に、。
ており、県内でも高い割合を示してぃます。'

しかしながら、市民に男女共同参画の理念が広く浸透してぃるとは言いヤ獄、,-1こ
ない多様な個性を生かすことへの理解の深まりとともに、さらなる六識のホ革が火一、。

鬪基本方針
0 男女のノ＼権か等しく尊重され、対等な立場で家庭、学校、職炉地域社△にお、ー、

る活動に積極的に参画でき、互いに個性を認めあい、支えあう男女共同参函、'△.寸、
めざします。<多一

VJ"' V .^、, ー＼ w d、コノ＼冒ノ

翻政策実現のための主な施策
1.男女共同参画意識の向上

(1)固定的性別役割意識にとらbれることなく、男女が互いにイ固性とや力を.、△か
画できるまちづくりを推進するため、家庭や学校、地域、職炉における敗発活動を匡 f

2.男女共同参画推進環境の充実
(1)男女が自立した生活の確立を目標とし、あらゆる分野において、男女共同参百,点こ、
いた施策に取り組みミす。<づ'ハ"'ー'

(2)古貞市の政策'方金七夬定過程への女性の参画拡大を図るなどすべてのへ言.、△.耒=△_
おいて、男女のバランスの取れた委員の登用を推進します。

(3)男女共同参画推進のため、人材の育成やオ、ツトワーク化に取畷且・ととも、ーデ.,木
や企業へのアンケート調査を実施します。'〔"

3.女性への暴力根絶
(1)女性への暴力を防ぐ施策を各関係機関ど重携して積極的に推並します。

翻代表的な指標

074

市尉豫の男女共同参画啓発事業封賭数 500人(H28年度)
審議会などの女性委員の割合
(広域の委員会を除く) 40ツ0(H28年度)

真の男女平等を実現するため、男女共同参画社会の形成の促匡に門する九策・総△、、言.、※]

tるための条例。平成17(2005)年度に施行。ー

※2 男女共同参画社会基本法に基づき、男女共同参画社△の確立をめざし策ナさこ言'。
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